
 

令和６年度 第２回加茂警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年１０月１日（火）午後３時00分から午後４時30分まで 

開催場所  加茂警察署講堂 

出席者 

委      員
 

（定数５人）
 

 有本会長   井上委員   坂内委員  

 鈴木委員   竹内委員 
               

（会長以下50音順）
 

計５人 

警   察
 
 桃井署長   小出次長   警務課長 

 伊藤会計課長 生活安全課長 地域課長 

 関刑事課長  土田交通課長  警備課長 

計９人 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年８月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長及び各課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり

説明があった。 

 

１ 犯罪抑止対策の強化 

 ⑴ 身近な犯罪の被害防止 

  ア 七谷中学校における防犯教室の開催 

イ 管内の小学校における不審者対応訓練、防犯教室の開催 

ウ ロックの日における防犯広報 

 ⑵ 特殊詐欺の被害防止 

  ア 高齢者に対する特殊詐欺被害防止広報 

  イ ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害防止広報用パネルの設置 

 

２ 交通事故防止対策の推進 

⑴ 加茂警察署管内の事故発生状況 

⑵ 歩行者・自転車の交通事故防止対策 

⑶ 高齢者に対する交通事故防止対策 

⑷ その他の交通事故防止対策 

 



諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 犯罪抑止対策の強化 

 ⑴ 自転車盗など身近な犯罪の被害防止 

 ⑵ 特殊詐欺等の被害防止 

２ 交通事故防止対策の推進 

 ⑴ 歩行者の交通事故防止対策の推進 

 ⑵ 高齢者に対する総合的な交通事故防止対策の推進 

 

答申      

加茂警察署協議会として協議、検討した結果、 

○ 「歩行者の交通事故防止対策の推進」について、早めのライト点灯を指導す 

るとともに歩行者にも反射材を貼付するなどして歩行者、自動車相互の交通事

故防止対策を推進していただきたい 

との意見を付して諮問のとおり推進するよう答申した。 

 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 質疑 

 ⑴ 「歩行者事故防止のため渡るよサインの啓発」とあるが、実際に横断歩道の所 

で手を上げている人が少ないように思うが施策の浸透を図るための方策をどのよ 

うに考えているか。 

 ○ 「渡るよサイン」により横断の意思を示した場合、手を挙げないときよりも 

1.7 倍の自動車が止まったという統計もあり「渡るよサイン」は有効であると 

考えております。 

そのため、この施策を浸透させるために各種広報を通じて広めていきます。

また、自動車運転者に対する指導取締り及び歩行者に対する指導を行います。 

 

⑵ 今年の夏に太陽光がまぶしいため警察官がサングラスをかけることを認めた県 

があるというニュースを見た。これに合わせて警察官のサングラス着用の是非に 

ついても議論されていたが、警察官が働きやすい環境を作る方が大切だと思う。 

最近の大学生は、会社が働き方改革を行っているかどうか関心を持っているこ 

とから警察官が働きやすい環境を作って欲しい。 

  ○ 以前に比べ警察は、休暇の取得、残業の減少、管内居住の原則の緩和等警察 

官が働きやすい環境作りを推進しています。今後も警察では、優秀な人材を確 

保するため働き方改革を推進します。 

 

  



 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があり、了

承した。 

 

その他  

○ 警察署協議会後に「所管区広報紙コンクール」を実施した。 

 

 

   会議開催状況          所管区広報紙コンクールの状況 

 

 

 


